































































































































































































































































































〈第4場 王宮の王子の居間の場〉 王子が帰朝してから 1年が経った秋。
2週間後には、王子の結婚式が予定されている。しかし、王子自身は笑うこと
もなく、憂欝な毎日を送り続ける。甲伯爵をはじめ大臣が心配しているところ
へ、京都から山崎がやってくる。山崎は、王子が京都にいた時、後で部下にし
てやると約束した人物である。約束を忘れずに訪ねてきた山崎に、王子は色々
と京都のことを聞く。お花のことも聞く。なぜか許嫁との結婚もせず：、笑みを
なくした日々を送っているという答えに、王子の心は乱れる。そのせいか、祥
別堂を呼んで京都への旅支度を命令する。
〈第5場 青柳亭の場〉 日本入国の際身分がばれてしまった王子は、仕方
なく京都府庁の手配したホテルに泊まっている。今日は朝早くから井殿博士の
お墓参りをし、青柳亭に向かう。王子来訪の知らせに接した香山夫婦は、至急
-121一
お花探しに人を行かせる一方、歓迎の準備を急ぐ。王子が青柳亭に着く。しか
し、息をつく暇もなく、府庁からの使いが電報を持って現れる。王子は、今日
の夜行で帰国しなければならなくなった。そこへ、お花が買い物から戻る。涙
の再会の後、 二人の顔には久しぶりに微笑みが浮かんだ、が、それもつかの問、
「人問、春ってものは、随分短かいものね」というお花の嘆きを後に、王子は
出て行く。
資料②
川上最後の業績は、北浜銀行などの後援によって、大阪・北浜に建築した三
階建ての純洋風劇場帝国座だが（明治四十三年三月）、帝国劇場にさきがけて
椅子席を採用した川上念願の新劇場で、佐藤紅緑・柳川春葉などを座付作者に
数回の興行を持ったく中略＞『新国王jは、日韓併合の動きを見て、『朝鮮王j
と題して川上が台本を書いたところ上演不許可になった。
（大笹吉雄『日本現代演劇史』白水社、 1985、p.60)
資料③
五月には帝国座へ帰り、＜中略＞八日を手初めに日曜日ごとの昼間、おとぎ
芝居の無料公演をはじめた。演目は、『楠公挟別』と『龍宮のお使j（巌谷小波
作）である。 （倉田喜弘『近代劇のあけぼの』毎日選書、 1981、p.251)
資料④
時は明治三十四年十二月十八日。所は去年と同じクレプス、ホテル。役者は
岩井根津之助事、本名ツール、ネッデンo 中村物太郎事、本名プットマン。市
川園三郎事、本名クノブラフの三氏で、此等は皆東洋語撃校の卒業生、若くは
上級生。く中略＞また振付は、川上一座の藤津浅二郎氏に、下座は中村仲吉嬢、
さて外題は『音曲聾j、一名『音楽の力jと云ふので、作者は東洋撃校（ママ）
講師、……実はかく云ふ小波なのである。
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（巌谷小波「独逸人の日本語劇Jr小波洋行土産j上巻、博文館、 1903、p.266)
資料⑤
『アルト・ハイデルベルク』の債値は、ネカー河に臨める風光明婦の大挙都
市ハイデルベルクを背景として、若くして柴しき撃生生活の歎びと、甘美にし
て清純なる懸愛を描き、しかもその青春の日の過ぎ去ることいかに早きかを素
僕と感傷に於てに（ママ）表現し、明るくして哀愁にとめる青春時代の思出を
一般観衆の心に再現せしむる黙に存在する。
（『アルト・ハイデルベルクj番匠谷英一訳、岩波文庫、 1935、p.151)
資料⑥
拙者は某州の園守、候爵春海家の家従、古津正直と申す者で御座るが、此度
御嘗主香留夫様が、京都大事の聴講生に成って、向ふ三年間、此の京都に御滞
在の事と相成った。く中略＞殊に又御側には、御幼少の頃からの御教育係り、
文撃士湯戸直也殿、及びかく云ふ古津めも、常時御附き申す次第である。
（「あ冶京都J 京都日出新聞 1903年3月28日）
資料⑦
国務卿：ところで顧問官、貴方は今後一年間極めて重要なる任務を負はれねば
ならぬ。御承知のごとく、近来諸候の公子達は一年間大撃の課程を修められ
る習慣になって居るやうだが、ーこれは「不幸にもjと申上ぐべきかどうか
私にも分らない。が、とにかく大公殿下に於かれでもこの習慣に従はれ、公
子殿下をハイデルベルクへお遣はし遊ばされることに御決心遊ばされた
(p.19) ＜中略〉
博士（低く） ：ところで、ハイデルベルクと来たら。貴方は御存知ない。だか
らハイデルベルクといふ言葉が何を意味するか、ちっともお分りにならんO
いはば三鞭酒（シャンベン）の味です一いや、三鞭酒（シャンペン）どころ
???????
ぢゃない。バーデン葡萄酒（ワイン）とマイ葡萄酒（ワイン）＋（プラス）
若い娘つ子＋（プラス）朗かな大撃生ですぞ。私はそこで三年暮しました。
カル・ハインツ。しかし私はもう行きませんぞ。
カル・ハインリヒ：行ったってい、ぢゃないか。
博士： 一人でいらっしゃい。顧問官なんぞお連れなさるな。
（『アルト・ハイデルベルク』番匠谷英一訳、岩波文庫、 1935、p.25)
資料⑧
明治四十年（一九O七）十二月五日、英親王は伊藤公に伴われて日本留学の
途にのぼった。午前九時出発、敦化門前から南大門停留場まで、日韓両国警官
が警戒に当たった。太子大師伊藤公は、馬車にて先導、統監府官吏、宮内府大
臣李允用、農商工部大臣宋乗峻、東宮大夫高義敬らがこれに従った。
英親王は、武官の服装というから陸軍参尉の服装を召されたのであろう。玉
車にご乗車になり、侍従武官長越東潤（明治四年生）が陪乗した。日本騎兵二
個小隊が前後を警衛し、各学校生徒、各界紳士、 一般民衆が沿道の左右に林立
して万歳を連呼した。（岡崎清編『英親王李坂伝』共栄書房、 1978、pp刀～72)
資料⑨
明治二十年（一八八七）、貞奴は、伊藤博文によってみずあげされ、 一人前
の芸者になった。小奴の小を取り、ただの奴になった。奴というのは陵町の名
妓だけに与えられる名である。（pp.35～36)＜中略〉
パリ公演の約束を果たすと、 一座はドイツに移った。ベルリンに行った。ベ
ルリンには約百人の会員で組織された日本人会があった。またベルリン大学の
付属の東洋語学校には巌谷小波がいたO (p.147) ＜中略〉
加えて、年末に伊藤博文がやってきた。伊藤はアメリカからロシアへ向かう
途中だ、った。ベルリンに着くと、伊藤は旧知の川上夫妻を呼んで、 三味線をひ
かせながら『出雲節jを歌った。
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（童門冬二 『川上貞奴』成美堂出版、 1984、p.147)
資料⑩
川上は「新園王Jの井殿博士を勤めて居る、例の如く熱心だが此の劇が全体
に灰色である如く井殿博士も灰色である、含蓄はあるがモツサリして居る、京
都へ蹄って来てからの博士は或慮に一黙の花やかな個所がありたい、此人を其
ま冶で直ぐに墓場へやり度くはない （大阪毎日新聞 1910年10月4日）
＊討輯要旨
呉鉱烈氏は、日韓併合直前に朝鮮の王宮において能楽が演じられている、また国風杜という政治団
体がこれに関わっているが、このことについてどう考えるか、と質問し、発表者は、その事実を知ら
ないので現時点では判断できない、と答えた。中島国彦氏（座長）は、この時期の日韓をめぐる事柄
はまだまだ知られていない点が多く、情報交換を進める必要がある、と補足した。
武井協三氏は、鎮魂というのは日本の演劇の本質であると言われているが、そういう意味で伊藤博
文の鎮魂を捉えてよいのか、と質問し、発表者は、それほど深い意味ではない、「記念」くらいに言
ってもいいかもしれない、また、 王子と下女との恋愛、など他のテーマも含まれている、と答えた。
福田秀一氏は、番匠谷英ーの翻訳は、我々世代の者にはパイプルのようなものであったことを紹介
し、作中の詩を暗諭してみせた上で、小波の翻案小説は原作の戯曲で、はなく小説を参考にした可能性
はないか、と質問し、発表者はその可能性もあるが、圧倒的に流行したのは戯曲化されて以後である
から、少なくとも翻案のきっかけは戯曲であろう、と答えた。
? ?っ ????
